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廃棄物処理先進事例調査

平成29年11月10日（金）13：00より本会再生処分部会の先進事例調査として東京都大田

区にあるＳ.Ｐ.Ｅ.Ｃ.株式会社・エコレ城南島を訪問し埋設から出てくる産業廃棄物、汚

染土壌処理等について丁寧かつ詳細な説明を受けました。

第24回 Ｓ.Ｐ.Ｅ.Ｃ.株式会社･エコレ城南島

■概 要

商 号 Ｓ.Ｐ.Ｅ.Ｃ.株式会社 エコレ城南島

創 業 平成27年２月

設 立 平成29年６月

資 本 金 ５億円

代 表 者 代表取締役 深江 伯史

所 在 地 本社 東京都大田区城南島３丁目２番８

社 員 数 25名

事 業 内 容 産業廃棄物処理事業、汚染土壌処理事業

東京都大田区城南島３丁目２番８
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■工場について

Ｓ.Ｐ.Ｅ.Ｃ.株式会社 エコレ城南島は、シグマテック株式会社（本社：東京都中央区日本橋富沢町）

を中心に３社で出資し設立された会社である。廃棄物処理法が整備される以前等に埋設された廃棄物（以

下「埋設廃棄物」という）を含む土地に対し、東京都都内を中心に開発行為が行われ、それに伴い性状の

複雑な埋設廃棄物が発生するケースが増加してきている。

2020年度に開催される東京オリンピックにむけて、今後益々、埋設廃棄物の排出量は増加する見込みで

あることから、同社はこれまで管理型最終処分場で埋立処分されることの多かった埋設廃棄物をほぼ100

％資源化する工場を建設した。また、汚染土壌に関しても、濃度の上限なく処理ができる許可を取得しニー

ズに応えることができる。

■埋設廃棄物とは

埋設廃棄物は土壌（土砂）に対する廃棄物の

混入割合や含水率等により性状が多岐に渡るた

め、一つの処理方法ですべての埋設廃棄物に対

応することは困難である。エコレ城南島では、

高度分級施設と湿式分級・洗浄施設を設けるこ

とにより、これらの性状に応じた総合的な処理

を行っている。その他、撹拌洗浄施設や混合施

設を組み合わせることにより、塩濃度が高くセ

メント工場では受け入れられなかった土壌など、

これまで管理型最終処分場で埋立処分されるこ

との多かった埋設廃棄物を建設資材やセメント

原料としてリサイクルしている。また湿式分級

施設では、その処理の工程を応用することで、焼却灰（主灰）を洗浄し、セメント工場の原料としてリサ

イクルすることを可能としている。

■汚染土壌の浄化

土壌のうち汚染されているもの（汚染土壌）

については、自然由来のものも含め、土壌汚

染対策法に定める特定有害物質を含む土壌を

対象として処理している。汚染土壌の受け入

れ前に成分分析結果を受領し、受け入れの可

否や処理方法の検討が行われる。受け入れた

汚染土壌は、高度分級施設や湿式分級・洗浄

施設、混合施設において異物除去、洗浄、化

学脱着、含水率調整、不溶化といった処理が

行われる。

処理後は建設資材、セメント原料等に使用

されるケースが多い。
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■高度分級施設・破砕施設

投入された埋設廃棄物は、まず傾斜振動ふるい

機により100㎜オーバーのものが除去される。100

㎜オーバーのものは破砕施設で100㎜アンダーに

破砕される。また、傾斜振動ふるい機の前に解砕

機を設置し、塊になりやすい土砂等をほぐすこと

で効率的にふるいにかかるよう工夫されている。

傾斜振動ふるい機を通過したものは、ジャンピン

グスクリーンで50㎜オーバーのもの、20㎜～50㎜

のもの、20㎜アンダーのものに分級される。この

ジャンピングスクリーンは、ウレタン製のマット

を使用しており、目詰まりを防止しながら効率良

く分級することを可能としている。

50㎜オーバーのものは、磁力選別機で金属を除

去した後、手選別によりさらに選別が行われる。

20㎜～50㎜のものは、風力選別機及び磁力選別機

でゴミ、金属及び可燃物を除去した後、手選別に

よりさらに選別が行われる。20㎜アンダーのもの

は、水平振動ふるい機及び磁力選別機でゴミ及び

金属を除去した後、目視による異物確認を行い、

20㎜アンダーの土壌として細粒分ピットに保管さ

れる。

その後、選別された廃棄物及び土壌は、性状及び汚染状況に応じて、さらに湿式分級施設、撹拌洗浄施

設、混合施設で処理される。
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■湿式分級・洗浄施設

含水率が高く高度分級施設で処理できない埋設

廃棄物や微細な廃棄物を多く含む埋設廃棄物と焼

却灰等については、湿式分級・洗浄施設で処理が

行われる。湿式分級・洗浄施設では、磁力選別機

で金属を除去した後、磨砕洗浄機によって摺り揉

み洗浄、流水洗浄が行われた後、振動スクリーン、

脱水スクリーン及びごみ取り機等により廃棄物、

５㎜～40㎜の砂礫、0.075㎜～５㎜の細砂、0.075

㎜未満の細粒分を含んだ細粒土及び汚泥に選別さ

れる。

洗浄後の砂利、砂及び細砂については、分析に

より汚染物質が残っていないことを確認した上で

建設資材として建設業者等へ出荷される。
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また汚泥を含む水については、水処理施設で処理した後、洗浄水として循環利用される。水処理施設か

ら発生する脱水ケーキについては、分析を行い、セメント工場へ出荷（処理委託）するが、対象物質によっ

ては管理型最終処分場に搬入（処理委託）する。この水処理施設には汚泥濃縮装置が設置されており、通

常よりも３倍から４倍ほど高効率な脱水ケーキの生成が可能である。

■質疑応答

Ｑ１ 現状の稼働率はどのくらいですか？

Ａ１ ６月に稼働開始し、現状で25％程度

です。汚染土壌の処理事業と産業廃

棄物の処理事業の比率は50％ずつで

す。
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Ｑ２ オリンピック以降の需要について、どう思いますか。

Ａ２ 現状のような見込みはないかもしれませんが、目下、資材価格や工事価格が高騰していることか

ら工事発注を待機している（見合わせている）事業者もいると思うのでそれなりの需要はあると

見ています。

■まとめ

まだまだこれから本格化していく東京オリンピックに向けての開発に伴い、必要不可欠な施設だと感じ

ました。最終処分場が逼迫している中にあって、それでも従来、埋設廃棄物は管理型最終処分場で埋立処

分するしかありませんでした。そのような性状が複雑な廃棄物に対して、我々の使命でもある「資源循環」

を念頭に置きながら施設を整備をしていくことはとても重要です。Ｓ.Ｐ.Ｅ.Ｃ.株式会社 エコレ城南島

は、まさにそれを実現している施設でした。

最後にお忙しい中、丁寧にご対応いただいた事業本部本部長の佐々木浩志様、営業の樫村知彦様、その

他スタッフの皆様に心からお礼申し上げます。

（文責 伊山雄太）


